
「人類社会の進歩発展に貢献する」ことを基本理念にしていますと小栗社長コーワテックのメイン工場を併設する湘南営業所の社屋全景
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創造的科学技術により社会の要請に
最適解で応える
未来指向型企業
合体の発送で人工筋肉採用の
建機搭載用
無線操作ロボットを開発

　今月号は、特種車架装で知られるコーワテッ
ク㈱の小栗裕治社長に話を聞くため、同社の本
拠地でもある神奈川県高座郡寒川町にある湘
南事業所に向かった。ここ寒川町には、年間
190 万人もの参拝客が訪れる八方除けの神と
して有名な寒川神社がある。
　小栗社長は、会社経営者と寒川町議会副議長
という地方議員の二つの顔を持っており、多忙
な日々を送っている。議員としては「自助の精
神を忘れず魅力あるまちづくりの実現のため」
の活動を展開している。
　企業経営にあたっては、「人類社会の進歩発展
に貢献する」ことを基本理念に「創造的科学技術
により社会の要請に最適解で応える」会社であ
ることを常に目指している。さらに小栗社長は
「わが社は人の結晶体であり、人が全ての源泉
である」とも語っている。

　同社の創業は 2001 年だが、その前身とな
るのは特種メーカーの老舗だった興和工業にあ
る。現在扱う製品は、官公庁向けの自衛隊車両
や警察・消防の緊急車両から民間向けの水陸両
用車、レントゲン車、テレビ中継車、電源車、
宣伝車、移動事務所車、など専門技術が要求さ
れる特種車を中心に扱っている。
　それでは、コーワテックの現状と将来展望を
交えて、小栗社長へのインタビューを開始する
ことにしよう。

特種車の老舗メーカー興和工業が前身
団体職員として科学技術基本法制定に奔走

◇於久田　今から40年近く前、それこそ記者
になりたての時代に、ふとん乾燥車やＴＶ中継
車、霊柩車などを製造していた興和工業を訪ね

コーワテック株式会社
（神奈川県寒川町）



それぞれ違った特種車を生み出す工場内の機械設備

車体部分の製作もその殆どが一品料理生産になる

特種車はキャブバックを加工するケースが多いという

アドバンテージが持てる仕事をやっていくと小栗社長
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た記憶があります。名称からすると関係はある
んでしょうか？
◆小　栗　そうです。興和工業は父親の会社で
創業は昭和41年になります。その会社が当社
の前身になります。その後、バブル崩壊の影響
を受け、経営難に陥った興和工業を事業譲渡と
いう形で引き継ぎコーワテック㈱を 2001 年
に設立しました。当時は、バブル崩壊の厳しい
時代で、会社設立にあたっては大学の大先輩が
資金的な支援を申し出てくれたことで当社の現
在があるんです。
◇於久田　大学の先輩…。大学はどちらだった
んですか？
◆小　栗　大学は東海大学の海洋学部海洋工学
科でして大学院で「漂砂の数値シュミレーショ
ン」などに取り組んでましたが、研究職は自分
には向いてないと感じていたし、経営の勉強も
したかったので日本能率協会に入社してコンサ
ルタント営業を担当していたんです。3年位務
めた後、跡継ぎで帰って来いと言われて父親の
会社（興和工業）に入社したんですが、それまで
経済や経営の勉強してきたので、このままでは
会社が危ないと話したら、父親と意見が合わな
くなって 1年足らずで退職したんです。その
後、東海大学系のシンクタンクの社団法人新構
想研究会で事務局員として働いてました。議員
立法による科学技術基本法が制定されたことで
注目される団体になってまして、その頃は充実
したシンクタンク時代を送っていました。
　当時、結党以来38年間政権を維持し続けた
自由民主党政権から非自民・非共産連立の細川
政権に移った時代で、いろいろな意味で世の中
が新しい方向にシフトして行く雰囲気がありま
した。その頃に、新構想研究会が事務局となっ
て議員さんたちを集めて科学技術基本法に向け
た検討を行っていて、1995年に超党派で議員
立法を通したんです。政権交代で、シーリング
予算ということですべての予算を減らしてい行

　出荷台数は年間 600 台を超え
てます。ある分野だけに特化した
架装メーカーは全国にいくつもあ
りますが、これだけ多様で幅広い
分野の特殊車両を製造しているの
は日本では当社ぐらいじゃないで
しょうか。
◇於久田　特種系だと官庁向けが
多くなるとは思いますが、民需も
扱っていますよね。割合的にはど
うでしょう。
◆小　栗　割合ですか。どうで
しょう、売上的に見ると官が 6
で民が 4ぐらいでしょうかね。
◇於久田　水陸両用バスはコーワテックが開
発・製造した車両ですよね。
◆小　栗　そうです、日本では当社が初だと
思います。国産の水陸両用バスをどこかが最
近作ったという話も聞いてますが、どこが作っ
てどのような内容なのかは分かりません。当
社のものは、大学との連携で作ったんです。
その大学連携が無ければできなかったと思い
ます。話が来た時に、東海大学の海洋学科の
先生に相談して、産学で完成したのが水陸両
用車です。陸上ならいいのですが、水の上は
まったくの別分野ですからね。
どこの大学でもそういう企業連
携はやってますが、当社のよう
な中小企業と連携してくれた東
海大学には感謝しています。
　現在水陸両用バスは、ハウステ
ンボス、諏訪湖、琵琶湖、湯西川、
大阪市内、東京都内など各地で活
躍しています。
◇於久田　現在はライン生産の製
品は扱っていないんですか？
◆小　栗　やってません。本当は
利益が出せる流れモノをやりたい

うという考えになってましたが、科学関連の予
算だけは減らさずに増額してほしい、日本は科
学技術立国だから、それがないと国が成り立た
ないんだ、という主張をしたんです。それで今
のノーベル賞受賞などに繋がったんです。

幅広い分野での特殊車両製造で日本No.1
アドバンテージが持てるライン製造を考える

◇於久田　コーワテックが扱っている特殊車両
は多義にわたっていると思いますが。
◆小　栗　電源車、照明車、ガスパイプライン
工事車、報道中継車、電波測定車、ゴルフツアー
サポートカー、水陸両用バス、移動販売車、競
走馬運搬車、レントゲン車、消防車、地震体験
車、レッカー車などなどです。カバーする分野
で見ても、社会インフラ、防災・安全、医療、
商業・サービスなどとても広いんです。

のですが、逆に流れモノがないのが当社の特長
になってます。本来、製造会社としては流れ製
造できる商品を扱ってこそ利益を生み出すこと
ができるんです。そういう種のものは、当社も
首都圏に工場があるので、生産コスト面から見
てなかなか難しいと感じています。単純に右か
ら左にではなく、他社にはできないようなも
の、当社がイニシアティブをとれるようなも
の、そういう独自製品の流しモノが扱えればい
いんですがね。設備投資も必要だし、アドバン
テージを持ってないと、やっても身にならない



産学で完成させた日本初の水陸両用バス。今では日本全国で活躍している

板金学校で製作された優秀作品が社内に展示されている

水陸両用バスの操縦席。ハンドルと舵輪が見える
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し、面白くない。経営的にはそういうことも考
えないとならないわけです。
　受注品を扱うわれわれのような業態は、どうし
ても下請という位置付けにならざるを得ないわけ
です。それもあって、少しでも自社製品を持ち
たいということで商品開発には力を入れていま
す。自社で開発した商品であれば自分たちでマー
ケットをつくることもできます。それは大変だけ
ど、製造メーカーである以上は、自分たちが発
想し、社会に貢献できる自社製品を持った自立
した製造メーカーを目指しています。

社員の技術レベル向上のために板金学校を開講
営業のトップセールスマンは現場上がり

◇於久田　特種架装はその殆どが一品料理です
から、設計や営業の部分でも苦労されるところ
は多いんじゃないでしょうか？
◆小　栗　設計が追い付かない、という部分は
あります。昔だったら、設計が例えば 6まで
出来てれば現場で職人さんたちが永年の技で対
応して作っていたんです。でも、今の現場は設
計図面が無ければ一切作れないんです。職人気
質の人たちが減って若手の層になるとそういう
状況になる。つまり、図面が上がらないと物が
出来ないんです。勿論、ビス一本から図面が必
要ということではなく、ある程度の図面起こし
をしないと仕事が進まないんです。時代が変
わってきたので仕方がないとは　思ってます。
　当社のような特殊な製造業では職人的な技術
が必要なんです。そのために、4～6月の比較
的仕事が少ない時期に、入社1～ 3年の新人
を対象に溶接や板金、塗装などの技術を教える
「コーワテック板金学校」というものをやってま
す。講師は、定年退職した当社OB社員で、70
歳を過ぎたベテランの鈑金職人さんが先生に
なって、鈑金や溶接の技術を学んでもらおうと
いう社員教育の場です。これまで技術の習得に

いると思ってます。
　昔から伝承された職人技と最先端技術を融
合させることが当社のテーマです。精密機器
類などを搭載する特種車は最先端技術のカタ
マリです。搭載する最先端装置は当社が作っ
ているものではない
けど、そういう装置
を搭載したクルマを
架装し完成車にする
わけで、モノづくり
が好きで、クルマが
好きな人間にとって
は理想の職場だと思
います。
　当社が製作したそ
れらの車両が世の中
でどれだけ役に立っ
ているか、というこ
とも従業員達にも
しっかりと伝えて
います。水陸両用車
を造った時にも、日
本で初めて自分達で
造ったんだというこ
とで、従業員皆んな
がもの凄く喜んでい
ました。
◇於久田　自分たち
で造り上げた特装車
両にプライドを持
ち、その高い技術力を継承し、さらに発展させ
るための人材育成を実践している。これがコー
ワテック強みでしょうね。
◆小　栗　「板金学校」はOBの人たちの人生
のモチベーションにもなる。先生の技術は若い
人たちからしたら神業ですからね。そういう人
から親切丁寧に教えを乞う、そういうことをや
りたくて入ってきた若い人たちには喜んでも

10年かかっていたのが5年、早い人なら3年
である程度のレベルまでの技能を習得するんで
す。それは凄いことです。たった３年で10年
選手並みの技能を身に付けるわけですからね。
　見て覚えろではなく、きちっと教えて行く。
座学もやって展開図が描けるようにもなる。さ
らに、教育を受けた彼らには後輩たちに対して
の教え方ノウハウも身に付く。そういうことで
相乗効果が上がります。この学校は10年ぐら
い続けてます。最近では、当社のお客さんから
うちの社員も入学させてほしいというお願いも
来ます。
　この研修は就業時間内にやりますからその
分のコストもかかるわけで、経費面では少し
大変な部分もありますが、仕事が忙しくない
時期に開講してますし、これからも続けて行
く考えです。
◇於久田　“ 無 ” から “ 有 ” を生み出すために
は優れた人材が必要で、その人材育成のため
に、新人に対して溶接や板金、塗装などの技術
を教える、どこの経営者も頭ではわかっていて
もなかなか実践するのは難しいのが実際です。
◆小　栗　当社は、自動車専門学校を卒業した
整備士の資格を持っている学生を中心に採用し
ています。採用基準は、“モノづくりが好きか ”
“ クルマが好きか ” ということで、あとは真面
目であればいいんです。入ってから育てればい
いわけで、その意味では「板金学校」は成功して

らってます。しかも、仕事終わりではなく日中
の就業時間帯にやってますからね。
◇於久田　営業担当も顧客のニーズを把握しな
ければならないので、技術レベルの高い人にな
るんでしょうね。



中型水陸両用バスのイメージスケッチ

出張修理を行うコーワテックが保有するサービスカー

建機操作ロボット「SAM」の開発と製造を行う工場

人工筋肉を採用した「SAM」は建機を自在にコントロールできる
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◆小　栗　現場やってた人が営業をやりたいと
言ってくるケースが結構あります。実際、現在
当社の営業のエースは現場上がりの人です。現
場を熟知しているので、現場とのコミュニケー
ションが取れますし、リレーションもいいんで
す。当社のような場合は現場と営業が結びつい
ていないとなかなか上手く事が運ばない。現場
から、この部分をお客さんに確認してよ、とい
う場合も数多くありますからね。納期が決まっ
ていて急がないとならない場合も多く、見切り
発車という部分が特種には結構あります。そう
なると具体的な部分は決まらないうちに先行で
工場で作っていく必要も出てくるんです。そう
なると、現場と営業の話が通じないと困るわけ
です。
◇於久田　従業員数は…？
◆小　栗　現在、社員は50名で派遣などを入
れて70名ぐらいです。

ね。開発投資額もかなりのものでしょうね。
◆小　栗　さがみロボット産業特区の重点
プロジェクトとして実証実験の支援を受け
たことなどが幸いしてます。
　ゼロからの開発ですので、これまでに 1
億円近くの開発費用を投資しています。こ
の先も機能性を高めていく必要があります
から、開発費用は現状も投入している段階
です。ただ、これはボクの道楽ではないの
で、採算ベースに乗せて行かなければなら
ないんです。今年中に 10台売れる目途が
ついたので少しはホッとしていますが…。
◇於久田　何かベースがあってそれを技術
的に進化させたという話は聞きますが、
ゼロからすべてを開発して商品化できたと
いうのは今まで殆ど聞いたことがありませ
ん。驚きです。販売しているということは
価格も決定しているんですか？
◆小　栗　定価は税別で 750 万円にして
います。これが高いか安いかは人によって
違うとは思いますが、建機オペレーターの
人件費などを考えたら、ロボット化したこ
とで 1年ぐらいで元が取れると思います。ロ
ボットですから、給料や待遇面で文句を言うこ
ともありませんしね。
◇於久田　建機メーカーではすでに無人で動く
専用建機も発売されていると思いますが…。
◆小　栗　かなり高性能な無人専用機はすでに
各建機メーカーが開発し販売しています。で
も、かなり高価ですし、今後量産化によりコス
トが下がったとしても、今市場に大量に出回っ
ている人が操作する通常タイプの建機をどうす
るか、という課題があります。建機は寿命が
長く 10年～ 20年は稼働するんです。それを
考えると、今の経済状況下で無人専用建機をす
ぐに買うかというと疑問が残ります。そうなる
と、既存の建機を無人化できる「SAM」を利用
した方がいいわけです。万一、建機が故障した

あらゆる可能性を秘めた建機操作ロボット
空圧コントロールでの人工筋肉を具現化

◇於久田　以前、展示会に出展されていた建設
機械を操作するロボットはすでに商品化されて
いるんですか？
◆小　栗　既存の建機にそのまま搭載できる無
線操作ロボットで「アクティブロボ SAM」とい
う名称ですでに販売を開始しています。「SAM」
は平成 25年に開発を始め、平成27年 4月に
その製品化に成功しています。これは、空気圧
で伸縮する人工筋肉を使って建機を遠隔操作で
きるシステムで、後付けタイプのロボットです
のでメーカーを問わずほぼすべての建機に対応
できます。汎用性が高く、原発事故現場をはじ
め、噴火災害、豪雨での土砂災害など、自然災
害や大規模事故で人が近寄れない過酷な現場で
の活躍も期待されています。
　すでに 5機を販売してまして、今年中には
10機ほど受注できる予定です。今後、高齢化
がますます深刻化してきます。過酷な労働現場
での人手不足という現実がすぐそこまで来てい
ます。そういう時代になって工事現場での無
人化施工の考え方は必然的に出てくるわけで
す。「SAM」はすでに製品化して販売しています
が、常に技術を蓄積させ、いろいろなデータを
集め、さらに進化させていく計画です。
　システムとしては、3次元で現場をとらえ
て、XY軸で動かしながらプログラミングして
GPSで位置補正しながら工事施工して行くも
ので、例えば、ここに 1ｍの穴を掘れ、とい
う指示を出せば、人間より正確に穴を掘ること
ができます。今は災害向け、となってますが、
将来的には一般の工事現場でも使われるように
なると思ってます。
◇於久田　それにしても、たった 2年間でも
のにするというのは驚異的な開発スピードです

場合でも「SAM」なら別の建機に載せ換えれば
済むわけです。無人専用機は載せ換えはききま
せんから、修理が終わるまで待たなければなり
ません。
◇於久田　既存のものに載せるという発想が
凄い。
◆小　栗　鉛筆と消しゴムを合体させて大特許
という話もあります。要するに組み合わせなん
です。特種もそうで、トラックと何かを組み合
わせてひとつのものにする。これって実は無
限にあるんです。「SAM」も原点はそこにありま
す。必要性をど返しすれば、「SAM」を使って飛
行機だって飛ばせます。
　「SAM」の特長は特殊なゴムで出来ている人
工筋肉です。この人工筋肉は、空気を出し入れ
することで伸び縮みする空気制御方式を採用し



 「SAM」はすでにチラシも作成し、その販売が開始されている
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ています。モーターは一切使っていないんです。
◇於久田　空気圧をコントロールするのは、油
圧とは違って人類の技術がまだまだ届かない世
界だと思いますが…。
◆小　栗　空気圧コントロールは大学でも相手
にしてくれませんでした。機械工学の世界では
電気でコントロールするというのが基本の基本
です。なので、先生方誰もがそう考えていて空
圧は別物だと思われてます。空圧は流体力学に
なりますが、これを応用してのロボット研究し
ている大学は全国に殆どないんじゃないでしょ
うか。空気制御を使ってロボットを動かすとい
う発想自体があまりない。基本は油圧か電動
モーターですよね。確かに空圧制御は難しい分
野です。今でも苦労しています。

りませんが、ヨットをやってます。ヨット部で
はなかったんですが大学時代からずっと続けて
ます。1年に 2、3回ぐらいしかできないんで
すが、今でも清水港にヨットを置いてあって、
5人の仲間と共同でお金を出し合って維持して
ます。28フィートのヨットで、来週も伊豆ま
で行くことになってますが残念ながらボクは行
けません。
◇於久田　本社は西新橋ですが、発祥からす
ると神奈川ですよね。理由は何かあるんでしょ
うか？
◆小　栗　当社のお客さんの 9割以上が東京
に本社がありますし、官庁にも近いですから西
新橋を本社にしています。営業の部隊は東京が
本拠地になります。情報を早く得ることも営業
にとって大切ですからね。
◇於久田　後継者となる、例えば息子さんとか
は会社にいるんですか？
◆小　栗　子供はいますが、親族は会社には誰
もいません。うちの女房も役員にはしてませ
ん。ボクは会社は公器だと思っています。いず
れは誰かが継がなければならないでしょうが、
何がなんでも身内に継がせようなどとはまった
く考えてません。
◇於久田　それでも息子さんが会社を継ぎたい
と言うかもしれませんが。
◆小　栗　息子はまだ大学生です。もし、卒業
後にこの会社に入りたいと言ったとしても、ま
ずは外の飯を食ってからにしろ、と言います。
それでどうしても入りたいなら仕方ないでしょ
うね。30歳から 1からやるとしても遅くない
ですからね。
◇於久田　なるほど、会社には社会的な使命と
いうものがありますから、そのリーダーは経営
者としての素養を持ち合わせていなければなり
ません。単なるオヤジの跡継ぎでは成り立ちま
せんよね。
◆小　栗　モノづくりを通じて社会に貢献する

◇於久田　とにかく新しい技術とその
発想で実現した「SAM」の将来は楽し
みですね。
◆小　栗　無人建機 2台を同時に 1
人がコントロールして効率的な作業を
するとか、過酷で危険な場所での作
業、さらには工事現場への女性進出、
車いすの方でもオペレートできます。
とにかく、あらゆる可能性を秘めてい
るのが「SAM」だと思ってます。

経営者と寒川町会議員副議長の要職も
物心両面での満足度が得られる企業に

◇於久田　社長のお生まれは何年です
か？
◆小　栗　昭和 40年東京生まれ、茅
ケ崎で育って、今は寒川住人です。
◇於久田　コーワテックの経営者であ
り、寒川町会議員で副議長という要職
にも就いておられますが…。
◆小　栗　ボクが 46歳の時、欠員に
よる 2011 年の「寒川町議会議員補欠

選挙」で無所属新人として出馬して当選しまし
て、現在は2期目で自民党です。
　寒川町議員になったきっかけは、補欠選挙1
名の枠に、当時の商工会長に推されて軽い気持
ちで出馬したんですが、町議会選挙としては過
去最高の 1万票近くで当選させてもらいまし
たので、いい加減な気持ちではできないと思っ
てここまでやって来てます。地方議員になって
わかったのは、議会も行政も当たり前かも知れ
ませんが、民間企業の感覚とはかなり遊離して
いるという点です。もう少し民間企業のノウハ
ウを取り入れたら行政サービスはもっと向上す
ると確信して活動しています。
◇於久田　趣味というのは…。
◆小　栗　特にこれが趣味だと言えるものはあ

こと、それは創造技術だけではなく地道なモノ
づくりで社会に貢献する必要が企業にはあると
思ってます。さらに、社会だけでなく社員も物
心両面での満足度が得られる企業にしていく。
やはり社員が基盤ですからね。
　当社には出戻り社員が 10 人以上いるんで
す。ボクはそれを留学と呼んでますが、辞める
時には一切引き止めない主義で、頑張れよと送
り出す。辞めてもまた帰ってこられる場所にし
ているつもりです、出戻り社員は、外のノウハ
ウを吸収して帰って来るので当社にもメリット
はあります。それに、戻ってくるというのは、
当社がいいと思って戻ってくるわけで、一度出
て戻ってきた社員は二度と辞めることはありま
せん。
◇於久田　本日はお忙しい中、貴重なお話をあ
りがとうございました。

■訪問企業データ
○会社名：コーワテック株式会社
○所在地：
　【本社】〒105-0003
　東京都港区西新橋1-9-1 アコールビル３F
　　TEL.03-6206-6161
　【湘南事業所】〒253-0111
　神奈川県高座郡寒川町一之宮5-18 -18
　　TEL.0467-72-5081
○URL：http://www.kowatech.co.jp
○資本金：35百万円
○従業員：50名
○湘南事業所規模：敷地・約9,000㎡／
　工場・約2,400㎡
○主要製品：消防車、テレビ中継車、衛星中継車、
放送中継車、電源車、大型画面映像車、ハイビジョ
ン映像車、公害測定車、医療検診車、レントゲン
車、救急車、機動救助車、救助工作車、各種工作車、
洋型霊柩車、　寝台車、爆発物処理車、放水車、投
光車、検問車、サインカー、現金輸送車、布団乾
燥車、移動販売車、商品展示車、キャンピングカー、
汚泥処理車、宣伝車、移動事務所車、蒸気式・熱
風式乾燥機、トイレ車、イベント車、身体障害者
輸送車、水陸両用車、遠隔操縦ロボット　他



消防車

大型水陸両用バス（42名乗り）

中型水陸両用バス（22名乗り）

ワンサイドキャブ

地震体験車

水難救助車 ヘリ用電源車

胃部検診車

照明車

電波測定車

大型移動販売車

小型レッカー

防災警発車

道路維持作業車

大型レッカー

ガスパイプライン工事車
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コーワテック 製品写真グラフ


